
 
 

 昭和 45年（1970） 

 
 

どんな年？ 

・日本万国博覧会が大阪府吹田市の千里丘陵で開かれた。 

「待つ」だけに平均４時間という「残酷博」。一番人気はアメリカ館の

「月の石」。この万博をきっかけに、日本は経済大国へと登りつめる。

バブル経済とその破綻に見舞われるのは、まだ先のこと。 

 

主な出来事 

・三島由紀夫、陸上自衛隊市谷駐屯地で割腹自殺。 

・赤軍派学生による日航機よど号ハイジャック事件発生。 

・日本初の人工衛星「おおすみ」打ち上げ成功。 

・ジャンボジェット機「ボーイング７４７」日本初登場。 

・大阪地下鉄工事現場でガス爆発（79人死亡）。 
 

世相・流行 
ウーマン・リブ ノー・ブラ運動 歩行者天国ハイジャック スキンシップ  

鼻血ﾌﾞｰ モーレツからビューティフルへ ディスカバー・ジャパン  

話題の本 
日本万国博公式ｶﾞｲﾄﾞﾏｯﾌﾟ 冠婚葬祭入門 誰のために愛するか 創

価学会を斬る 私の人生観 ｽﾊﾟﾙﾀ教育 道 冬の旅 銭の花 

人気映画 
戦争と人間 軍閥 座頭市と用心棒 富士山頂 ブラボー若大将 待

ち伏せ 幕末 渡世人列伝 家族 どですかでん 影の車 

はやり歌 
黒ネコのタンゴ 京都の恋 ドリフのズンドコ節 圭子の夢は夜ひらく 

女のブルース 男の世界 逢わずに愛して 手紙 走れｺｰﾀﾛｰ 

愛は傷つきやすく 白い蝶のサンバ 竹田の子守唄 都会 経験  

賃金 大卒初任給：37302円 

物価 
たばこ（ゴールデンバット）30円､ 新聞購読月 750円 はがき 7円 
ビール 140円 映画封切館 700円 国鉄初乗り 30円 
ラーメン 150円 理髪 560円 

来る人 
羽生善治 河村隆一 石井琢朗 池谷幸雄 岡村隆史 

工藤静香 相田翔子 中山美穂 和久井映見 伊達公子 

往く人 
榎本健一（65歳） 円谷英二（68歳） 岡晴夫（54歳）  
西条八十（78歳） 大宅壮一（70歳） 三島由紀夫（45歳） 

・「謹賀新年、宿頼む」・・・京阪神の各家庭は、知人や親戚から、「その節は泊めてほし

い」「切符を確保して」「会場の案内を」などと書かれた年賀状に悲鳴をあげたという。 

ホテルや旅館の不足、料金の高騰。迷子、落し物、ゴミ、トイレ。４時間待って人波に押さ

れて１、２秒しか見られなかった・・・。 

「人類の進歩と調和」をテーマに掲げた万博をめぐる話題は尽きない。 
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日本万国博に来た人々はパビリオンの入場など「待つ」だけに平均４時間を費やし

たという。体力と辛抱の“残酷博”のはてに、人々はどんな「夢の未来」を垣間見た

のだろう。この万博をきっかけに、日本は経済大国へと登りつめる。バブル経済とそ

の破綻に見舞われるのは、まだ先のこと。 

今になってみれば、万博は、高度経済成長を謳歌した日本最後の「打ち上げ花

火」だったともいえる 


